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5月1日より

炭鉱離職者就職斡旋窓口を
設置致しました。

気軽に相談においで下さい。

4月19日（1971）

■Ｎｏ．272工

毎月一回各家庭に配布

町の人口
（46年3月末日現在）

92773127000826337211

口
　
　
数

男
女
帯

人
　
　
世
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も今年　もト　ッ　プは

教育費・土木費、

歳出面では、教育費351，313，000円、土木費

340，386，000円と全歳出の56％と半分以上を占

めています。

これは、教育施設の改善、足元道路の舗装、

住宅建設による経費であります。

卑増大す　る

国への依存度、

歳入面では、依然として国からくる地方交付

税、国県茸出金、町債が全体の74％を占め本町

の財政が依然苦しいことをあらわしています。

昭
和
四
十
六
年
度
水
巻
町
当
初
予
算
は
三

月
十
日
、
昭
和
四
十
六
年
第
二
回
定
例
会
で

審
議
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
、
十
二
億
二
千
十
三

万
四
千
円
と
な
り
、
初
め
て
十
億
円
の
大
台

を
越
え
ま
し
た
。

本
年
度
予
算
に
み
る
こ
と
が
で
き
渇
頭
点

施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
吉
出
改
良
住
宅
建
設
工
事

○
水
巻
中
学
校
防
音
改
築
工
事

0
町
民
プ
ー
ル
建
設
工
事

○
吉
田
、
立
屋
敷
線
舗
装
工
事

○
頃
末
、
樋
口
線
舗
装
工
事

○
第
一
保
育
園
改
築
工
事

0
机
小
学
校
防
音
改
築
工
事

0
猪
熊
小
学
校
防
音
改
築
工
事

十
二
億
二
千
十
三
万
円

昭
和
四
十
六
年
度
当
初
予
算

ー開　発 住宅地区改良事業、騒音防止対策事業

一人事人事管理

一公害宗貢ぎ蒜誌鉱害復旧、

一監　理
事務改善、重要事項進
行管理

一企　画　総合計画、都市計画

一調査資料係　議会、広報、統計

一際務係　文書、法制、給与

一財政係　財政計画、管財用度
工事契約

一用地係　用地関係

産
　
業
　
建
　
設
　
課

ー農林係
農業振興、農
地委員会

ー商工係　商工業振興

一建築係

一土木係

一建設庶務係

町　　長　　室

金

福
　
祉
　
施
　
設
　
課

一供用施設

一母子寮

一保育所

一福祉施設係

生

水巻町役場案内図

役
場
事
務
機
構
の
改
善

行
な
わ
れ
　
る

昭
和
4
6
年
4
月
1
日
か
ら
事
務
機
構
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
水
道

や
住
宅
は
受
付
で
処
理
出
来
な
い
点
が
あ
り
各
係
ま
で
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
事
務
改
善
に
よ
り
窓
口
で
処
理
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

玄
関
に
入
っ
て
右
側
は
、
戸
籍
、
税
務
事
務
を
行
な
っ
て
お
り
、
左
側
は

水
道
、
国
保
年
金
、
住
宅
、
衛
生
、
巷
活
保
護
等
の
事
務
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
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春
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国
い
っ
せ

い
に
前
期
、
後
期
に
わ
か
れ
て
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

前
期
は
5
日
か
ら
川
日
ま
で
「
子
供

と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
実
施
さ
れ
、
水
巻

町
交
通
安
全
推
進
協

芝
。
象
庭
に
お
い
て
は
子
供
の
し
つ
け
と

し
て
道
路
で
は
遊
ば
な
い
。
幼
児
の
一

人
歩
き
は
さ
せ
な
い
。
急
に
道
路
に
と

び
出
さ
な
い
。
車
の
直
前
直
後
蕊
塀
一

し
な
い
な
ど
を
教
え
て
交
通
渦
に
ま
き

こ
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

、
Ｊ
　
°

～
Ｙ

春の交通安全・

後期重点目標
議
会
も
広
報
車
を
く

り
出
し
安
全
運
動
の

成
功
を
呼
び
か
け
折

尾
署
交
通
課
と
一
体

と
な
っ
て
安
全
運
動

を
行
な
い
ま
し
た
。

後
期
は
2
6
日
か
ら
5

月
1
日
ま
で
「
行
楽

期
の
飲
酒
運
転
と
ス

ピ
ー
ド
違
反
」
な
ど

の
交
通
三
悪
の
う
ち

二
つ
を
重
点
目
標
と

手

押

式

信

号

機

新

入

生

へ

プ

レ

ゼ

ン

ト

新
水
巻
中
学
校
が
新
生
街
横
の
日
炭

跡
地
の
造
成
団
地
に
新
学
期
よ
り
開
校

し
た
無
謀
運
転
の
取
り
締
ま
り
と
指
導

が
行
わ
れ
ま
す
。

道
路
事
情
の
藤
さ
と
車
の
増
加
は
年

々
交
通
事
故
の
増
加
と
い
う
結
果
を
生

ん
で
お
り
歩
行
者
も
交
通
規
則
を
守
り

自
分
で
自
分
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

い
た
し
ま
し
た
。

．
学
校
の
登
下
校
に
は
交
通
量
の
多
い

県
道
水
巻
芦
屋
線
轟
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
開
校
に
さ
き
だ
ち
来

る
七
日
手
押
式
信
号
機
が
設
置
さ
れ
、

入
学
式
を
終
え
た
新
入
生
が
先
生
や
父

兄
に
付
き
添
わ
れ
て
点
灯
式
に
の
ぞ
み

交
通
係
官
や
交
通
指
導
員
の
正
し
い
渡

り
方
の
説
明
と
指
導
を
う
け
実
地
に
横

断
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
生
徒
は
日
頃

交
通
教
室
な
ど
で
指
導
を
受
け
て
い
る

せ
い
か
ス
ム
ー
ス
に
横
断
し
て
い
ま
し

た
が
父
兄
の
方
は
な
れ
な
い
せ
い
か
係

官
や
指
導
員
の
注
意
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

Ｊ
　
手
投
式
倍
号
機
の
方
渋

ま
ず
信
号
機
に
つ
い
て
い
る
赤
い
ボ

タ
ン
を
押
し
歩
行
用
信
号
機
が
背
に
な

っ
て
か
ら
左
右
を
確
か
め
て
渡
っ
て
下

さ
い
。
1
5
秒
間
再
に
な
っ
て
い
ま
す
。

‥
貴
船
橋
竣
工
式

水
巻
町
南
北
縦
貫
の
動
脈
と
な
る
県

道
中
間
水
巻
線
の
建
設
に
と
も
な
い
、

四
　
月
　
八
　
日

二
車
線
で
両
側
に
歩
道
を
設
置
し
た
近

代
的
な
貴
船
橋
が
、
吉
田
地
区
を
流
れ

る
城
川
に
完
成
し
、
竣
工
式
が
4
月
8

日
1
1
時
よ
り
町
及
び
工
事
関
係
者
の
列

席
の
も
と
に
橋
の
安
全
と
永
持
を
祈
願

し
て
竣
工
式
が
し
め
や
か
に
取
り
行
な

わ
れ
、
渡
り
初
め
は
伊
藤
町
長
に
よ
っ

て
テ
ー
プ
が
切
ら
れ
地
元
の
長
考
白

石
義
夫
夫
妻
を
先
頭
に
各
関
係
者
か
次

々
に
渡
り
式
を
終
り
ま
し
た
。

・
こ
・
・
一
．
一
．
・
三
富
，
・
・
・
－
．
－
・
・
・
．
．
ｒ
・
・
．
1
．
・
・
．
Ｔ
．

駅
待
合
所
に
防
風
壁

水
巻
駅
の
待
合
所
に
防
風
壁
が
で
き

ま
し
た
。
い
ま
ま
で
は
こ
の
壁
が
な
い
た
め
に

風
雨
が
直
接
吹
き
つ
け
、
乗
客
の
人
が

大
変
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

町
権
会
が
門
司
鉄
道
局
に
再
三
再
四

陳
情
し
、
そ
の
結
果
出
来
あ
が
っ
た
も

の
で
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

日
時
　
5
月
⊥
4
日

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館

相
談
　
○
身
体
障
害
者
手
帳
交
付

○
　
ク
　
補
装
具
交
付

○
そ
の
他

遠
賀
郡
消
防
組
合

四
月
一
日
発
足

地
域
住
民
の
期
待
を
担
い
昭
和
四
十

年
に
水
巻
町
消
防
署
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
財
政
難
の
た
め
人
員
増
が
望
め

ず
日
本
一
小
さ
な
消
肪
薯
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
時
、
地
域
社
会
の
発
展

に
伴
い
、
住
宅
の
増
加
、
住
宅
の
高
層

化
、
ま
た
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
る
交

通
事
故
の
急
増
に
よ
り
業
務
は
年
々
増

加
す
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
情
勢
下
に
お
い
て
、

地
域
社
会
の
福
祉
増
進
と
消
防
体
制
の

拡
充
強
化
を
図
る
た
め
、
遠
賀
郡
四
町

（
水
巻
・
遠
賀
・
芦
屋
・
岡
垣
）
が
協

同
蒜
防
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
Ｕ

消
防
組
合
設
立
に
よ
り
、
遠
賀
郡
内

は
も
と
よ
り
、
水
巻
町
住
民
の
安
寧
秩

序
の
疎
持
に
資
す
る
も
の
は
大
で
あ
り

ま
す
。遠

賀

郡
消
防
職
員
募
集

て
採
用
人
員

消
防
吏
員
　
3
名

女
子
事
務
員
　
1
名

二
、
資
格昭
和
1
1
年
5
月
3
1
日
か
う
、
昭

和
2
8
年
6
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た

者
。

三
、
受
験

新
制
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
嘉
肴
す
る
者
。
（
試
験
科
目
、
国

語
・
数
学
・
理
科
、
社
会
常
識
）

四
、
そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠

賀
郡
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係
へ
問

合
せ
下
さ
い
。（

Ｔ
Ｅ
Ｌ
㊥
3
0
0
1
）

五
、
受
付
期
間

昭
和
4
6
年
4
月
3
0
Ｈ
～
5
月
7
日
。

町
長
旗
争
奪
第
6
回
社

会
人
野
球
大
会
開
催

軟
式
野
球
競
技
を
通
じ
て
、
地
域
社

会
体
育
の
撮
興
と
、
住
民
相
互
の
親
和

を
は
か
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。て
主
催
　
水
巻
町
教
育
委
員
会

水
巻
町
体
育
協
会

二
、
期
〓
　
五
月
二
日
、
三
日
、
五
日

三
、
申
込
　
四
月
二
十
七
日
午
後
六

時
ま
で
、
教
育
委
鼻
会

事
務
局
あ
て
。

四
、
山
場
資
格

の
水
巻
町
内
に
居
住
し
、
も
し
く

は
勤
務
し
て
い
る
者
で
社
会
人

で
あ
る
こ
と
。

納
金
軟
連
盟
に
登
録
さ
れ
て
な
い

チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
商
校
大

学
関
係
の
登
録
選
手
を
除
き
学

生
、
生
徒
の
混
成
を
認
め
る
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

事
務
局
へ
問
合
せ
下
さ
い
。

電

話

　

㊥

0

4

0

3

町
議
会
浅
見
選
挙
は
四
月
十
八
日

に
告
示
さ
れ
」
四
月
二
十
五
日
が
投

票
日
で
す
。

今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
資
格

者
や
代
霞
票
な
ど
投
票
の
い
ろ
い

ろ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

名
簿
に
の
っ
て
な
い
と
投

票
は
ダ
メ

も
れ
た
方
は
補
正
登
録
の
請
求
を

遥
挙
の
資
格
が
あ
る
人

昭
和
二
士
ハ
年
四
月
二
士
ハ
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
四
十
六

竺
月
十
三
日
以
前
か
ら
投
票
当
日

ま
で
引
き
続
い
て
水
巻
町
に
住
ん
で
・

い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
は
こ
ん
ど
の
選
挙
で
投
票

す
る
資
格
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
楽
治
産
者
や
選
挙
犯
罪
な

ど
で
公
民
権
な
ど
停
止
さ
れ
て
い
る

人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

資
格
が
あ
っ
て
も
膚
に
の
っ
て

な
い
と
、
投
票
は
で
菖
ま
せ
ん
。

前
項
に
該
当
す
る
人
は
投
票
資
格

が
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
が
、
か
ん
じ

ん
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
な

い
と
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
資
格
が
あ
っ
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
名
簿
に

も
れ
た
人
は
登
録
の
韓
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。
（
選
挙
当
日
で
も
で
き
ま

す
。
）
あ
な
た
は
名
簿
に
の
っ
て
い

ま
す
か
。
こ
ん
ど
の
選
挙
に
使
う
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
は
入
場

券
を
送
り
ま
す
。

も
し
四
月
二
十
日
ま
で
に
入
場
券

を
も
ら
わ
な
い
と
き
は
、
役
場
内
選

投
票
は
候
補
者
の
氏
名
だ

け
を
正
し
く
ハ
ッ
キ
リ
と

せ
っ
か
く
忙
が
し
い
時
間
を
さ
い

て
投
票
し
た
の
に
無
効
票
に
な
っ
た

ら
「
は
ね
お
り
揖
」
だ
け
で
な
く
棄

権
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は
あ
な
た
の
選
び
た

い
候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
正
し
く
ハ

ッ
キ
リ
と
欄
内
に
書
い
て
く
だ
さ

い
。
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を

書
く
と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

四
月
二
十
五
日

町
議
会
議
員
一
般
投
票
日

挙
管
理
委
員
会
（
㊥
0
6
3
1
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
受
け
取
ら
な
い
う
ち
は

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
患
っ

て
登
録
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
紛
失
し
て
も
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
と
投
票
は
で
き
ま
す

入
場
券
を
な
く
し
た
人
に
は
投
票

当
日
に
投
票
所
（
事
故
係
）
で
再
発

行
し
ま
す
か
ら
お
気
軽
に
績
求
く
だ

さ
い
。

す
。体
が
わ
る
い
、
字
が
書
け

な
い
人
は
代
理
投
票
を

体
を
ケ
ガ
し
て
字
が
書
か
れ
な
い

人
、
文
盲
で
字
が
書
け
な
い
人
の
た

め
に
代
理
投
票
の
制
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
で
「
代
理
投
票
を
…
…
」

と
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
二
人
の
係
員

（
一
人
が
審
い
て
、
一
人
が
立
ち
会

い
）
が
、
そ
の
人
に
か
わ
っ
そ
投
票

を
し
ま
す
。

安
心
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
誰
に

投
票
し
た
か
を
他
人
に
も
ら
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
秘
密
に
な

っ
て
い
患
す
。
も
し
他
人
に
も
ら
す

と
そ
の
係
員
は
二
年
以
下
の
禁
固
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

盲
人
の
方
は
点
字
投
票
で

も
結
構
で
す
。

盲
人
の
方
で
点
字
を
ど
存
知
の
方

は
投
票
所
で
そ
の
こ
と
を
い
う
と
点

字
投
票
が
で
き
ま
す
。

点
字
器
は
投
票
所
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。点
字
が
で
き
な
い
人
は
代
理
投
票

で
結
構
で
す
。

こ
ん
な
投
票
は
無
効
で
す
。

○
正
式
の
投
票
用
紙
に
肯
い
て
な
い

も
の

○
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
轟
い

た
も
の

〇
一
枚
の
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の

氏
名
を
書
い
た
も
の

○
候
補
者
の
氏
名
を
印
や
、
か
た
紙

で
お
し
た
な
ど
、
選
挙
人
が
自
分

で
書
い
て
な
い
も
の

○
候
補
者
の
だ
れ
を
睾
い
た
の
か
わ

か
ら
な
い
も
の
。
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★
移
住
先
国
の
事
情

ｑ
フ
ラ
ジ
ル
国
の
概
要

ブ
ラ
ジ
ル
は
南
米
大
陸
の
東
部
に
位

置
し
、
同
大
陸
の
約
半
分
を
占
め
（
4
7

％
）
そ
の
面
棟
は
約
八
百
五
十
一
万
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
日
本
の
約
二
十
三

倍
の
広
さ
で
南
米
第
一
の
国
で
す
。
こ

の
国
は
西
暦
千
五
百
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
植
民
地
と
な
り

ま
し
た
。
千
八
百
二
十
二
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

独
立
し
、
王
政
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が

千
八
百
八
十
九
年
共
和
国
政
を
と
り
、

現
在
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
正
式
の
国

名
は
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
と
い
い
、

二
十
三
州
、
一
連
邦
区
お
よ
び
四
つ
の

連
邦
政
府
直
轄
区
か
ら
成
立
し
て
お
り

ま
す
。国
家
の
統
治
は
大
統
観
が
行
な
っ
て

お
り
、
そ
の
任
期
は
四
ヶ
年
で
す
。

連
邦
政
府
は
国
家
全
体
の
問
題
を
主
管

し
、
各
州
政
府
は
軍
事
、
外
交
を
除
い

た
州
会
体
の
問
題
を
連
邦
政
府
か
ら
独

立
し
て
執
行
し
て
お
り
、
自
治
権
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ブ
ラ
ジ

ル
は
広
大
な
国
土
、
天
然
資
源
の
豊
富

さ
と
多
様
性
か
ら
、
外
国
か
ら
の
投
資

お
よ
び
企
業
進
出
が
盛
ん
で
、
南
米
の

経
済
開
発
に
主
要
な
役
割
り
を
果
し
て

お
り
、
千
九
百
六
十
年
四
月
に
は
ブ
ラ

ジ
リ
ア
に
主
都
を
移
す
な
ど
、
国
土
開

発
に
も
綜
合
的
な
施
策
を
強
力
に
実
施

し
南
米
第
一
の
大
国
と
し
て
着
々
と
発

展
し
っ
つ
あ
る
国
で
す
。

の
住
早
・
人
口
は
約
一
億
と
い
わ
れ
て

お
り
、
人
種
構
成
は
白
人
、
イ
ン
デ
ィ

オ
、
黒
人
お
よ
び
こ
れ
ら
の
混
血
な
ど

で
あ
り
、
割
合
は
白
人
が
五
十
二
％
、

褐
色
二
十
七
％
、
黒
人
十
五
％
、
そ
の

他
六
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

㈹
産
挙
：
十
九
世
紀
ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル

産
業
史
を
大
き
く
分
け
ま
す
と
、
北
東

伯
地
方
の
砂
糖
時
代
（
士
ハ
～
十
七

世
紀
）
中
伯
部
高
原
地
方
の
東
金
時
代

（
十
八
世
紀
）
南
伯
地
方
の
コ
ー
ヒ
ー

時
代
（
十
九
世
紀
）
と
な
り
、
経
済
と

社
会
文
化
の
中
心
も
そ
れ
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
へ
移
り
変
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
主
要
産
業
は
農
牧
業
で

あ
り
、
仝
職
業
人
口
の
二
分
の
一
が
従

事
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
土
の
四
％
し

か
開
拓
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
だ

封
建
的
大
地
主
制
度
は
根
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。
輸
出
品
の
第
一
位
は
コ
ー
ヒ

ー
（
総
額
の
五
十
八
ノ
Ｃ
で
あ
り
、
綿

花
、
コ
コ
ア
、
砂
糖
な
ど
を
含
め
れ
ば

輸
出
総
額
の
八
十
％
が
農
産
物
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

工
業
関
係
で
は
特
に
軍
一
次
世
界

大
戦
を
臭
腺
と
し
て
飛
躍
的
に
開
発

さ
れ
、
な
か
で
も
製
鉄
、
自
動
車
、
繊

維
、
パ
ル
プ
工
業
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。□

□
□
□
□
□
□
□
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口
□
□□□□
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㈲
文
化
…
青
葉
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
醇
（
他

の
中
南
米
諸
国
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
す
）

姦
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
化
が
主
体
を

な
し
て
い
ま
す
が
、
原
住
イ
ン
デ
ィ
オ

と
ア
フ
リ
カ
人
の
文
化
が
加
味
さ
れ
、

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
影
響
も
う
け

て
い
ま
す
。

の
宗
教
…
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
開
始
以

来
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が

布
教
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
全
人

口
の
九
十
％
以
上
が
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
で
す
。
憲
綾
上
は
宗
教
の

自
由
が
緒
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
仏

教
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
回
教
な
だ
も

一
部
で
は
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
系

社
会
で
は
二
世
、
三
世
の
ほ
と
ん
だ
が

カ
ト
リ
ッ
ク
洗
礼
を
受
け
て
い
ま
す
が

一
世
た
ち
は
、
日
本
内
地
と
同
様
、
仏

教
、
日
蓮
宗
、
天
理
教
な
ど
多
く
の
宗

教
を
借
仰
し
て
い
ま
す
。

絢
教
育
…
初
等
教
育
は
無
料
で
四
ヶ
年

の
義
務
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
巾
等
教

育
は
四
ヶ
年
の
中
学
校
と
三
ヶ
年
の
高

等
学
校
か
ら
な
っ
て
お
り
、
大
学
に
お

け
る
高
等
教
育
は
専
門
に
よ
っ
て
四
～

六
年
の
修
業
年
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
喪
近
の
工
業
化
政
策
に
と
も
な

い
技
能
者
の
養
成
は
工
業
従
業
員
養
成

局
の
訓
練
学
校
（
全
国
百
二
十
全
校
）

で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
盲
率
は
五
十
％
を
こ
え
て
い
ま
す

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
文
盲
率
低
下
に

大
い
に
力
を
入
れ
、
教
育
の
振
興
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

㈲
日
系
人
の
現
状
…
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
住
者
が
大
部
分

を
占
め
て
お
り
、
し
っ
か
り
し
た
地
盤

の
上
に
安
定
し
た
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
が
、
彼
ら
よ
り
約
三
百
年
お
く
れ

て
移
住
し
た
日
本
人
も
、
各
地
で
勤
勉

と
器
用
さ
で
日
本
人
な
ら
で
は
の
成
果

を
お
さ
め
今
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の

移
住
者
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
成
長
し

高
い
借
用
と
評
価
な
ら
び
に
敬
愛
を
え

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
明

治
四
十
一
年
に
は
じ
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
国

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
移
住
し
、
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
な
ど

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
が
、
奴
隷
解

放
後
ま
も
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
は
、
ま

だ
コ
ー
ヒ
ー
園
労
働
者
と
い
っ
て
も
奴

隷
と
大
差
が
な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で

生
活
も
大
変
苦
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
進
歩
し
た
労
働
法

が
あ
り
、
当
時
の
移
住
パ
イ
オ
ニ
ア
た

ち
は
、
苦
し
い
生
活
を
よ
く
切
り
抜
け

て
次
第
に
独
立
し
、
子
弟
の
教
育
に
は

他
の
国
の
移
住
者
の
追
従
を
許
さ
ず
、

今
日
の
信
用
と
敬
愛
を
獲
得
し
た
わ
け

で
、
そ
の
努
力
に
は
全
く
頭
の
下
が
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
二
世
三
世
の
日
系

人
が
政
界
、
経
済
界
、
教
育
界
、
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
め
ざ
ま
し
く
活
躍

し
、
漸
時
二
世
、
三
世
の
時
代
へ
と
移

行
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

（
次
回
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
す
。
）
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